
公開保育による施設関係者評価と第三者評価

日 時 平成 27 年 12 月 14 日（月）～17 日（木） 午前 10 時～11 時 15 分程度

会 場 当園舎

内 容 公開保育を行い、予め当園で用意した評価票を使って評価を行う。評価票には保育の内容に

関する 4 項目、園児の様子に関する 4 項目、保育者の姿勢等に関する 6 項目の計 10 項目を 5

段階で評価する。その他、良かった点、努力してほしい点を記入する。

職員同士お互いの保育を見学できるように 1 日 1 クラスずつ行う。

各クラス保護者・当園教員等の施設関係者、並びに市内私立幼稚園代表 1 園の第三者に必ず

評価をおこなっていただく。

評価者 施設関係者：保護者 8 名、当園教員 16 名、地域代表者 1 名、小学校 2 名、

長岡市保育課 1 名

第三者：長岡市内私立幼稚園 4 園（園長 3 名、副園長 1 名、教諭 2 名）

経 緯 11 月 24 日：文書による概要説明（別紙：公開保育の概要参照）

上記 4 日間：当日文書による指導案配布（別紙：公開保育指導案参照）

12 月末日：評価票の提出

結 果 以下記載

評価公表にあたり、不特定多数が閲覧可能な当園ホームページに掲載するため、人物の特定ができな

いように報告することをご了承下さい。

評価項目 A組 B 組 C組 D 組 Av

テーマの設定について年齢に対し適切でしたか 4.5 5.0 4.8 4.6 4.7

今回設定した教育要領のねらいに沿った保育がおこなえていまし

たか
3.9 4.8 4.5 4.5 4.4

今回設定した教育要領の内容に沿った保育がおこなえていました

か
4.1 4.6 4.6 4.8 4.5

予想される姿や環境・指導のポイントは的を得ていましたか 4.4 4.7 4.1 4.4 4.4

園児は主体性を持って取り組んでいましたか 3.9 4.6 4.4 4.5 4.4

園児同士声を掛け合ったり、伝えあったりしていましたか 4.1 3.8 4.1 4.9 4.2

園児は楽しんで取り組んでいましたか。 4.6 4.9 4.6 4.6 4.7

園児は理解して取り組んでいましたか。 4.0 4.2 4.3 4.5 4.3

時間配分は適切でしたか 4.6 4.6 4.3 4.3 4.5



教具・教材を適切に利用できていましたか 3.9 4.7 3.9 4.6 4.3

保育者の園児に対する態度や言葉遣いは良かったですか 4.4 5.0 4.6 4.9 4.7

保育者の声の大きさや早さは園児に伝わりやすかったですか 4.3 5.0 4.8 4.5 4.7

保育者同士の連携はうまくいっていましたか 4.4 4.8 4.6 4.6 4.6

教室の整理整頓、清潔にしてありましたか 5 4.8 4.9 4.8 4.9

教室を保育しやすい環境にしてありましたか 5 4.8 4.8 4.8 4.9

Av 4.3 4.7 4.5 4.6 4.5

考察

立場（施設内関係者、施設外関係者、第三者）による評価のバラツキはほとんど見られず、また細か

な点においては専門的知識からの指摘はあったが、概ね専門的知識の有無による評価の差もあまり見ら

れなかったので、受けとめやすい結果となった。

『保育の内容』については、年齢に対し適切ではあるが、教育要領のねらいに必ずしも合致せず、予

想される姿や環境・指導ポイントが若干ずれていると言える。しかし、全般としては高い評価が得られ

たので、今後はテーマと実践ポイントがしっかり合致するように心がける必要がある。

『園児の様子』については、楽しんで取り組んでいるものの、園児同士のやりとりや主体性にやや欠

けていたと言える。そのため、一部の園児は良く理解していない場面もあった。声がけの内容も大切だ

が、間（ま）も大事にしていく必要がある。

『保育者の姿勢等』については、その環境について高い評価を得ているが、教具・教材の適切な使い

方においては若干評価が低い。使い方のさらなる工夫が求められている。

また、当園では今年度より全クラス複数担任制を実施しているが、保育者同士の連携についてうまくい

っていると言える。

評価者がクラスごとに違うので、安易な比較はできないが、各クラスの良さ、努力の必要な点が、は

っきり見えたと思う。ここでは各クラスの記述については省略するが、評価を元にした『保育の振り返

り』において、保育者自身の反省と評価者の指摘は概ね一致しており、今後の取り組むべき方向性が明

確になった。

また、評価者のお褒めの言葉は保育者の自信につながり、保育に向かう姿勢に大きな影響を与えるも

となった。

今回の評価は単に保育者の評価に留まらず、園全般における一年を通したカリキュラムの編成につい

ても、より園児が主体性や協働性をもって取り組めるように役立てていきたい。

今後も公開保育による評価を実施していく予定であるが、時期、内容、評価者の選定及び評価内容、

また今回対象から外れている 0，1 歳児クラスについての評価等をどのようにおこなうか、検討していき

たい。

平成 28 年 1 月

報告者 園長 若槻 司



公開保育の概要

12 月 14 日（月） 年中児（ピノキオ組）30 名 担任：2 名（5 年目・1 年目）

テーマ： みんなで楽しくお弁当作り！！

テーマの受けとめ： 苦手な煮物や野菜を中心に給食が余ることが多かったので、どのような過程を経

て自分の所に届けられるのかを知り、そのありがたさを感じる中で、給食の時間をさらにお友だちと過

ごす楽しい時間にしてもらいたいと思いこの活動を選んだ。

取り組みの概要： ■調理室見学で、調理師の存在や給食ができる過程を知った。 ■作品展では、食

をテーマにした作品を作り、食材を図鑑で調べる中で知らない（見たこともない）食材にも関心を持っ

た。 ■「シャキシャキ」の野菜と「モチモチ」のごはんを一緒に食べ「シャキモチ」と表現する中で、

三角食べを楽しんで身につけられた。

当日の実践内容（予定）： 事前にグループで決めたお弁当の中身（献立）を調理ごっこしたり、詰めた

りして、自由にお弁当作りを楽しむ。

12 月 15 日（火） 2 歳児（ラスカル組）17 名 担任：3 名（6 年目・1 年目・6 年目）

テーマ： リトミック遊び

テーマの受けとめ： 朝の会で歌をうたう際、音楽に合わせて身体を揺らし表現する姿が増えてきた。

遊びを通して友だちと関わること、歌うこと、聞くことの楽しさを実感してほしいと思い、このテーマ

を選んだ。日頃から音楽に合わせて身体を動かすことでお遊戯会での表現力の向上につなげたい。

取り組みの概要： ■曲に合わせて（かけあし・あるき・ゆっくりあるき・ジャンプなど動きを楽しむ）

■友だちと二人組みになって（手合わせ・ぎったんばっこんのふれあい遊び） ■にんじんやたまねぎ、

じゃがいもになりきって（小さな畑・やおやのお店・カレーライスの歌の手遊びやダンスを楽しむ）

当日の実践内容（予定）： ■10 人のインディアンの曲に合わせて走ったり、歩いたり、ジャンプをし

たりと身体を動かすことを楽しむ。 ■友だちと二人組になって音楽に合わせてふれあい遊びを楽しむ。

■子どもたちがにんじん、たまねぎ、じゃがいもになりきってダンスをし、カレーライスを作る。



12 月 16 日（水） 年少児（ムーミン組）30 名 担任：2 名（6 年目・1 年目）

テーマ： 楽器遊び

テーマの受けとめ： お遊戯会でおこなう合奏へ向けて楽器に興味を持ち、お友だちと合奏をする楽し

さを味わう。

取り組みの概要： ■「3 匹の子ぶた」「たこやき」「ミックスジュース」「ミッキーマウス」などの手遊

び ■猫や蛙、象などの動物の鳴き声を用いて手を叩くリズム遊び ■タンバリンやトライアングル、

カスタネットなどの楽器に触れ、自由に音を鳴らしたり楽器の名前を覚える ■ペットボトルや割り箸

などを用いた楽器作り

当日の実践内容（予定）：■楽器の音当てクイズ ■手作り楽器を使い、プチ演奏会をする

12 月 17 日（木） 年長児（ガリバー組）19 名 担任：2 名（2 年目・1 年目）

テーマ： 手作りかるたであそぼう！

テーマの受けとめ： 日頃、手紙交換を楽しむ様子が頻繁に見られるが、ひらがなを正しく覚えていな

い子や、書き順を間違って覚えている子もおり、小学校入学前にひらがなを正しい書き順で覚えてほし

いと思いこのテーマに決めた。

取り組みの概要： ■毎朝 2～3 文字ずつ朝の会にて、空中に指で文字を書いて書き順の練習をおこなっ

ている。 ■また、その日練習した文字が頭につく言葉を書き出していき、その数をグループ毎に競う

という「ひらがなゲーム」をし、語彙力の向上を図っている。 ■これまでに書き出してきた言葉を元

にかるた作りをおこなう。「幼稚園で楽しかったこと」をテーマに絵札・読み札を制作する。

当日の実践内容（予定）： 子どもたちが作ったかるたを使ってかるた大会をおこなう。

〈ルール〉読み札は保育者が読む。 「ひらがなゲーム」のグループに分かれチーム戦とする。 1 番多

く獲得したグループの勝ち。










